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本
書
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
青
銅
貨
幣
の
生
成
と
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
労
作
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
江
村
治
樹
氏
は
名
古
屋

大
学
文
学
部
教
授
等
を
歴
任
し
、
現
在
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
と
し
て
活
躍
す
る
研
究
者
・
教
育
者
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
五
年
度

に
は
日
本
秦
漢
史
学
会
会
長
も
務
め
、
日
本
を
代
表
す
る
中
国
古
代
史
研
究
者
の
一
人
と
い
え
る
。
江
村
氏
が
ど
こ
で
誰
に
師
事
し
、
い
か

な
る
学
統
を
継
承
し
、
ど
う
い
う
研
究
に
目
を
配
っ
て
き
た
の
か
は
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
等
に
詳
し
い
。
ま
た
最
近
は
名
古
屋
中
国
古
代

史
研
究
会
編
『
地
域
と
人
間
か
ら
見
た
古
代
中
国
：
江
村
治
樹
教
授
退
職
記
念
中
国
史
論
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
氏
が
い
か
に
周
囲
か
ら
慕
わ

れ
て
い
る
か
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
研
究
手
法
は
、
一
貫
し
て
考
古
学
的
手
法
を
重
視
し
つ
つ
、
出
土
文
字
資
料
や
伝
世
文
献
に
も
目
を
配
る

と
い
う
も
の
で
、
と
く
に
考
古
学
に
重
点
を
置
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
書
も
当
該
研
究
手
法
が
存
分
に
活
か
さ
れ
た
専
門
書
で
、

代
表
作
の
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
や
『
戦
国
秦
漢
時
代
の
都
市
と
国
家　

考
古
学

と
文
献
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
（
白
帝
社
、
二
〇
〇
五
年
）
等
に
続
く
都
市
研
究
の
一
環
と
位
置
附
け
ら
れ
る
。
本
書
は
青
銅
貨
幣
を

扱
っ
た
も
の
で
、
拙
著
『
中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
と
も
近
接
し
、
ゆ
え
に
評
者
が
本
書
評
を
執
筆
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
江
村
氏
の
研
究
業
績
は
か
く
も
膨
大
・
卓
抜
で
、
そ
の
重
点
は
考
古
学
に
あ
り
、
背
後
に
江
村
氏
独
自
の
中
国

古
代
都
市
研
究
の
蓄
積
も
あ
る
。
一
方
、
評
者
は
学
識
不
足
の
一
若
手
に
す
ぎ
ず
、
現
在
は
出
土
文
字
資
料
研
究
に
重
点
を
置
い
た
貨
幣
経

済
史
研
究
に
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る
の
み
で
、
研
究
の
視
点
・
手
法
の
点
で
江
村
氏
と
懸
隔
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
評
者
は
必
ず
し
も
江
村

江
村
治
樹
著
『
春
秋
戦
国
時
代
青
銅
貨
幣
の
生
成
と
展
開
』

柿

沼
　

陽

平
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説
の
周
到
な
学
説
を
理
解
し
き
れ
て
い
な
い
虞
れ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
が
今
後
の
貨
幣
経
済
史
研
究
に
資
す
る
こ
と
大
で
あ
る
こ
と
を

周
知
せ
し
め
ん
が
た
め
、
ま
た
私
と
見
解
の
相
違
す
る
点
も
皆
無
で
は
な
い
た
め
、
僭
越
な
が
ら
筆
を
と
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
ご
と

く
で
あ
る
。

序　

章　

春
秋
戦
国
貨
幣
研
究
と
課
題

第
一
章　

戦
国
貨
幣
概
述

第
二
章　

刀
銭
と
布
銭
の
生
成
と
展
開

第
三
章　

斉
大
刀
の
性
格　

第
四
章　

橋
形
方
足
布
の
性
格

第
五
章　

尖
足
布
・
方
足
布
の
性
格

第
六
章　

楚
貝
貨
の
性
格

第
七
章　

円
銭
の
性
格

終　

章　

春
秋
戦
国
青
銅
貨
幣
の
形
態
の
規
定
要
因

参
考
書
目
・
研
究
者
人
名
索
引
・
貨
幣
銘
文
索
引

中
文
摘
要　

春
秋
戦
国
時
期
青
銅
貨
幣
的
出
現
与
発
展
・
あ
と
が
き

序
章
は
本
書
の
問
題
点
を
明
示
し
た
も
の
、
第
一
章
は
戦
国
時
代
の
貨
幣
を
国
別
に
検
討
し
た
も
の
、
第
二
章
〜
第
七
章
は
春
秋
戦
国
時

代
の
代
表
的
な
青
銅
貨
幣
に
焦
点
を
絞
っ
て
個
別
に
検
討
し
た
も
の
、
終
章
は
本
書
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
章
の
論
述

は
多
岐
に
亙
り
、
紙
幅
の
関
係
上
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
主
要
青
銅
貨
幣
に
関
す
る
江
村
説
を
ま
ず
紹
介
す
る
。

序
章　

春
秋
戦
国
時
代
の
青
銅
貨
幣
に
関
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
・
整
理
し
た
上
で
、
本
書
の
方
法
論
を
説
明
。
貨
幣
を
考
古
資
料
と
し
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て
扱
い
、
基
礎
作
業
と
し
て
年
代
・
流
通
範
囲
を
確
定
し
、
極
力
考
古
学
的
な
編
年
を
試
み
た
上
で
、
文
献
史
料
や
他
の
材
料
を
用
い
て
検

証
す
る
。
ま
た
貨
幣
の
発
行
主
体
＝
国
家
と
す
る
通
念
を
取
り
払
い
、
発
行
主
体
を
究
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
古
代
に
お
け
る
青
銅

貨
幣
の
出
現
・
展
開
過
程
を
系
統
的
に
解
明
し
、
貨
幣
経
済
の
実
態
を
時
間
的
、
空
間
的
に
把
握
し
、
文
献
史
料
か
ら
だ
け
で
は
う
か
が
い

知
れ
な
い
こ
の
時
代
の
社
会
、
都
市
お
よ
び
国
家
の
実
像
に
迫
る
。
以
上
が
本
書
の
目
標
・
方
法
論
で
あ
る
。

第
一
章　

戦
国
時
代
に
国
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
貨
幣
が
発
行
さ
れ
、
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
概
説
し
、
国
ご
と
の
貨
幣
発
行
の
状
況

と
特
質
を
闡
明
す
る
。
な
お
本
章
で
は
黄
金
・
銀
・
銅
銭
牌
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
論
述
は
少
な
く
、
本
書
題
名
と
の
関
連
も
希
薄
な
の
で

紹
介
し
な
い
。

第
二
章　

刀
銭
と
布
銭
を
検
討
。
布
銭
の
歴
史
は
一
般
に
空
首
布
↓
平
首
布
と
さ
れ
、
空
首
布
の
特
大
型
は
春
秋
中
期
後
段
（
前
六
世
紀

前
半
）
、
平
肩
空
首
布
（
大
型
・
中
型
・
小
型
）
・
斜
肩
空
首
布
（
中
型
も
し
く
は
大
型
・
小
型
）
・
聳
肩
空
首
布
（
大
型
・
小
型
）
は
春
秋

後
期
以
後
と
さ
れ
、
黄
河
中
流
域
の
経
済
発
展
に
伴
っ
て
民
間
で
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣
と
考
え
ら
れ
る
。
特
大
型
は
刀
銭
に
先
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
平
首
布
は
戦
国
中
期
以
降
で
、
尖
足
布
・
方
足
布
・
橋
型
方
足
布
は
戦
国
中
期
に
は
存
在
し
た
（
起
源
・
先
後
関
係
不
明
）。
尖

足
布
・
方
足
布
に
は
全
て
地
名
が
鋳
込
ま
れ
、
尖
足
布
は
五
〇
余
種
、
方
足
布
は
一
六
〇
余
種
前
後
に
及
ぶ
。
①
尖
足
布
・
方
足
布
は
国
境

を
越
え
て
流
布
。
②
方
足
布
の
形
態
は
国
境
を
越
え
て
共
通
。
③
地
名
は
国
都
に
限
ら
れ
な
い
。
④
同
一
地
名
貨
幣
に
大
小
・
軽
重
・
形
状

差
異
が
あ
り
、
中
央
統
制
下
の
貨
幣
と
は
思
わ
れ
な
い
。
⑤
鋳
型
が
銘
文
地
名
と
異
な
る
地
で
相
当
見
つ
か
り
、
都
市
有
力
者
が
亡
命
・
移

住
後
に
そ
こ
で
鋳
造
し
た
と
み
ら
れ
る
。
以
上
五
点
よ
り
、
尖
足
布
・
方
足
布
は
都
市
の
有
力
な
民
間
商
工
業
者
が
鋳
造
・
発
行
し
た
可
能

性
が
高
い
。
他
類
型
の
地
名
を
有
す
る
貨
幣
（
橋
形
方
足
布
、
円
足
布
、
三
孔
布
、
鋭
角
布
等
）
も
同
じ
性
格
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
刀
銭
は
、

尖
首
刀
（
春
秋
後
期
〜
戦
国
前
期
の
墓
葬
か
ら
出
土
）
↓
燕
明
刀
↓
斉
明
刀
↓
直
刀
と
さ
れ
る
。
他
に
切
首
刀
（
尖
首
刀
を
斉
国
内
で
加
工

し
、
斉
国
で
流
通
し
た
貨
幣
）
も
あ
る
が
、
詳
細
不
明
。
尖
首
刀
の
銭
文
は
す
べ
て
鋳
造
に
関
わ
る
記
号
か
鋳
造
者
の
略
号
で
、
尖
首
刀
は
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民
間
鋳
造
貨
幣
と
み
ら
れ
る
。
北
方
遊
牧
民
族
の
銅
削
刀
を
起
源
と
す
る
点
、
山
戎
墓
地
か
ら
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
、
狄
や
戎
な
ど
の
北

方
民
族
が
発
行
し
た
貨
幣
で
あ
ろ
う
。
狄
や
戎
が
当
該
貨
幣
を
発
行
し
た
理
由
は
不
明
。
燕
明
刀
は
戦
国
中
期
に
出
現
。
銭
文
の
「

」
の

字
釈
に
は
諸
説
あ
る
が
、
燕
の
国
名
と
関
わ
る
字
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
斉
明
刀
も
「

」
字
を
有
し
、
燕
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
燕

明
刀
に
は
背
文
も
あ
り
、
戦
国
中
期
の
国
家
鋳
銭
機
構
名
と
解
さ
れ
る
。
斉
明
刀
の
発
行
の
時
期
・
主
体
に
は
論
争
が
あ
る
が
、
斉
地
よ
り

も
燕
地
で
一
括
出
土
す
る
点
、
燕
国
貨
幣
と
強
い
伴
出
関
係
を
も
つ
点
よ
り
、
斉
明
刀
は
燕
国
と
関
係
の
深
い
貨
幣
で
、
燕
の
斉
国
占
領
下

に
発
行
さ
れ
た
燕
国
貨
幣
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
章　

前
章
で
挙
げ
た
「
尖
首
刀
↓
燕
明
刀
↓
斉
明
刀
↓
直
刀
」
以
外
に
、「
尖
首
刀
↓
斉
大
刀
」
と
い
う
継
承
関
係
が
あ
る
。
所
謂

斉
大
刀
は
、
尖
首
刀
・
直
刀
・
燕
明
刀
と
異
な
り
、
大
き
く
重
く
周
郭
も
あ
る
。
大
型
・
小
型
の
別
が
あ
る
が
、
小
型
で
さ
え
長
さ
一
五
〜

一
六
セ
ン
チ
、
重
さ
二
三
〜
四
五
グ
ラ
ム
。
銭
文
は
数
種
類
あ
る
が
、
九
〇
％
以
上
は
「
斉
大
刀
」
。
「
大
刀
」
二
字
に
は
諸
説
あ
る
が
「
大

刀
」
説
が
妥
当
。
編
年
は
、
決
め
手
と
な
る
墓
葬
か
ら
の
出
土
が
皆
無
で
、
形
状
が
非
常
に
大
き
く
他
の
貨
幣
と
の
連
続
性
が
把
握
し
が
た

く
、
詳
細
不
明
。
だ
が
形
状
が
ほ
ぼ
均
一
な
の
で
短
期
間
に
作
ら
れ
、
周
郭
が
あ
る
の
で
原
始
的
削
刀
の
痕
跡
の
あ
る
尖
首
刀
（
春
秋
後

期
〜
）
よ
り
新
し
く
、
銭
文
も
戦
国
斉
系
文
字
と
類
似
し
、
戦
国
後
期
の

化
銭
と
の
伴
出
も
多
く
（
重
量
・
鉛
含
有
率
の
点
で

化
銭
と

本
位
・
補
助
関
係
に
あ
り
、
「
齊
大
刀
」
背
文
の
「
三
十
」
は

化
三
十
枚
の
意
）
、
鉛
含
有
率
も
高
く
（
鉛
含
有
率
が
高
い
ほ
ど
時
代
が
下

る
）
、
周
郭
も
刀
部
と
把
手
部
で
分
断
さ
れ
て
お
ら
ず
（
＝
時
代
が
下
る
意
）
、
分
断
し
て
い
る
「
斉
之
大
刀
」
・
「
即
墨
之
大
刀
」・
「
安
陽
之

大
刀
」
よ
り
後
に
出
現
し
た
と
み
ら
れ
（
そ
れ
ら
の
流
通
範
囲
は
「
齊
大
刀
」
よ
り
小
さ
く
東
に
偏
り
、
斉
の
西
方
進
出
前
の
貨
幣
で
）
、
よ
っ

て
「
斉
大
刀
」
は
戦
国
後
期
の
貨
幣
。
銭
文
第
一
字
目
の
「
斉
」
は
地
名
か
都
市
名
か
で
諸
説
あ
る
が
、
①
斉
大
刀
と
本
位
・
補
助
関
係
に

あ
る

化
銭
の
「

」
は
都
市
名
で
な
い
、
②
斉
大
刀
中
、「
齊
大
刀
」
銘
は
九
〇
％
に
上
り
、
斉
国
統
一
貨
幣
と
み
ら
れ
る
、
③
臨
淄
出

土
陶
製
鋳
型
が
多
数
あ
る
、
と
の
理
由
で
、
「
斉
」
は
国
名
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
所
謂
斉
大
刀
は
、
最
初
は
斉
の
有
力
都
市
で
発
行
さ
れ
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た
特
殊
目
的
の
貨
幣
（
斉
之
大
刀
・
即
墨
之
大
刀
・
安
陽
之
大
刀
等
）
で
、
徐
々
に
国
都
で
鋳
造
さ
れ
た
「
斉
大
刀
」
が
国
家
統
一
貨
幣
化

し
た
。
た
だ
し
初
期
大
刀
も
「
大
刀
」
二
字
を
含
み
、
背
文
に
共
通
性
も
あ
る
の
で
、
所
謂
斉
大
刀
は
み
な
国
家
的
統
制
下
に
あ
っ
た
ろ
う
。

切
首
刀
（
尖
首
刀
の
先
端
部
分
が
斜
め
に
切
断
さ
れ
た
貨
幣
）
や
斉
明
刀
は
斉
大
刀
と
同
時
期
だ
が
、
伴
出
関
係
に
な
く
、
数
も
非
常
に
少

な
い
の
で
、
本
位
・
補
助
関
係
に
な
い
。
巨
大
な
斉
大
刀
は
、
斉
威
王
に
よ
る
大
規
模
軍
事
行
動
の
軍
資
金
と
外
交
工
作
費
の
黄
金
調
達
用

に
鋳
造
さ
れ
、
「
齊
大
刀
」
の
頃
に
は
小
額
面
の

化
銭
と
と
も
に
一
般
流
通
貨
幣
へ
転
化
し
た
。

第
四
章　

橋
形
方
足
布
は
平
首
布
の
一
種
だ
が
、
尖
足
布
や
方
足
布
に
比
べ
て
大
型
。
銭
文
は
「
釿
布
」
形
式
（「
二
釿
」
等
の
重
量
単

位
や
地
名
が
鋳
込
ま
れ
た
も
の
）
と
「
梁
…
当
釿
」
形
式
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
後
者
に
先
行
す
る
が
（
後
者
は
魏
の
大
梁
遷
都
後
に
発

行
）、
流
通
期
間
は
ほ
ぼ
重
複
し
、
戦
国
中
期
・
後
期
の
魏
国
貨
幣
。
と
く
に
「
安
邑
」
布
と
梁
布
は
国
都
発
行
で
、
圧
倒
的
発
行
量
ゆ
え

に
国
家
発
行
貨
幣
。
戦
国
中
期
の
魏
は
薄
手
で
軽
量
の
方
足
布
を
大
量
に
発
行
す
る
他
、
大
型
・
中
型
の
橋
形
方
足
布
を
発
行
し
た
。
梁
布

に
は
他
の
貨
幣
と
の
換
算
率
が
鋳
込
ま
れ
、
梁
布
は
魏
国
の
軍
資
金
（
黄
金
）
調
達
用
の
特
殊
な
兌
換
貨
幣
か
。

第
五
章　

尖
足
布
・
方
足
布
を
検
討
。
銘
文
に
多
種
類
の
地
名
あ
り
。
字
釈
等
に
は
諸
説
あ
る
が
、
整
理
す
る
と
（
「
文
字
釈
読
の
混
乱

と
矛
盾
」・「
地
名
の
位
置
比
定
の
不
確
実
性
」・「
出
土
地
の
分
布
に
も
と
づ
く
地
名
同
定
と
位
置
比
定
」
の
三
節
参
照
）、
同
一
地
名
で
も

大
小
・
軽
重
・
形
態
が
異
な
る
も
の
が
相
当
種
存
在
す
る
。
尖
足
布
に
多
様
な
形
態
が
目
立
つ
一
方
、
方
足
布
の
形
態
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
銘
文
は
多
様
。
一
都
市
が
何
種
類
も
の
形
態
の
異
な
る
貨
幣
を
鋳
造
・
発
行
し
た
例
も
あ
り
、
そ
の
要
因
は
「
鋳
造
上
の

問
題
＝
陶
範
を
作
る
工
人
の
技
術
的
原
因
」
・
「
鋳
造
時
期
の
違
い
」
・
「
発
行
主
体
の
相
違
」
に
あ
る
。
方
足
布
は
燕
・
趙
で
多
く
出
土
し
、

「
匋
陽
」・「
纕
坪
」
・「
坪
陰
」・「
益
昌
」・「
右
明
新
冶
」
銘
銭
は
燕
明
刀
等
と
伴
出
し
、
燕
地
流
通
貨
幣
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
尖
足
布

は
更
に
趙
・
燕
に
偏
在
し
、
地
名
も
趙
地
が
多
く
、
趙
国
貨
幣
と
解
さ
れ
る
。
燕
地
で
も
出
土
し
、
趙
国
と
燕
国
の
密
な
経
済
関
係
を
物
語

る
。
円
足
布
も
趙
地
で
鋳
造
発
行
さ
れ
た
貨
幣
で
、
年
代
は
不
明
だ
が
、
角
が
丸
く
な
っ
て
い
る
の
は
通
用
の
便
を
考
え
て
の
変
化
と
み
ら
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れ
、
有
角
の
方
足
布
・
尖
足
布
よ
り
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
孔
布
に
は
大
小
が
あ
り
、
大
型
の
背
面
に
は
「
一
両
」、
小
型
の
背
面
に
は

「
十
二
朱
」
、
正
面
に
は
数
十
種
の
地
名
が
あ
る
。
発
行
の
年
代
・
主
体
に
は
諸
説
あ
る
が
、
形
態
の
類
似
す
る
円
足
布
は
趙
貨
幣
で
、
三
孔

布
は
そ
れ
に
穴
を
空
け
た
後
継
形
態
で
、
戦
国
末
の
趙
国
貨
幣
。
三
孔
布
・
円
足
布
は
出
土
例
も
少
な
く
、
一
般
流
通
貨
幣
と
い
う
よ
り
特

殊
な
貨
幣
。
秦
の
重
量
単
位
（
両
・
朱
）
を
も
つ
の
で
、
秦
の
圧
力
が
強
ま
っ
た
戦
国
末
に
、
趙
国
都
市
が
何
ら
か
の
対
応
を
す
る
た
め
に

発
行
し
た
貨
幣
か
。
鋭
角
布
の
文
字
の
釈
文
や
鋳
造
目
的
は
未
詳
だ
が
、
戦
国
中
期
の
魏
国
貨
幣
や
空
首
布
と
伴
出
し
、
戦
国
中
期
に
は
存

在
し
た
。

第
六
章　

一
五
万
点
に
達
す
る
楚
青
銅
貝
貨
（
流
通
貨
幣
の
有
文
貝
貨
）
に
関
す
る
諸
説
を
整
理
し
、
楚
貝
貨
の
デ
ー
タ
を
博
捜
し
て
そ

の
性
格
を
究
明
。
九
〇
％
以
上
は

字
貝
貨
で
、

の
字
釈
は
諸
説
あ
り
字
書
に
な
い
字
で
、
地
名
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
依
然
含
義
は

不
明
。
た
だ
し
他
国
出
土
の
統
一
貨
幣
の
銘
文
は
国
名
か
国
都
名
か
計
量
単
位
な
の
で
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
楚
国
発
行
の
統
一
貨
幣
と
考

え
ら
れ
る

字
貝
貨
の

も
、
国
名
か
国
都
名
か
計
量
単
位
。

字
貝
貨
は
戦
国
晩
期
に
は
流
通
し
（
考
古
学
的
に
始
鋳
時
期
は
未
確
定
）
、

流
通
範
囲
は
楚
国
晩
期
の
国
都
の
陳
や
寿
春
を
含
む
河
南
東
南
部
・
安
徽
北
部
・
江
蘇
西
部
・
南
部
に
集
中
し
、
湖
北
や
湖
南
北
部
の
出
土

例
は
少
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
地
域
出
土
の
楚
貝
貨
は
陳
や
寿
春
に
国
都
が
置
か
れ
た
前
二
七
八
年
以
後
に
発
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
秦
に
追
わ
れ
た
楚
が
新
た
な
経
済
状
況
に
対
応
す
る
た
め
貨
幣
を
大
量
発
行
し
た
か
。
楚
都
が
江
陵
の
時
か
ら
楚
貝
貨
は
あ
っ
た
が
、

湖
北
地
域
の
楚
貝
貨
の
出
土
例
や
数
量
は
多
く
な
い
。
よ
っ
て
楚
貝
貨
が
東
遷
以
前
に
長
期
間
発
行
さ
れ
続
け
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
始
鋳

の
時
期
は
早
く
な
く
、
戦
国
後
期
か
。
で
は
宝
貝
と
楚
貝
貨
の
関
係
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
戦
国
後
期
の
楚
は
中
原
支
配
者
間
の
宝
貝
の
伝

統
を
踏
ま
え
て
楚
貝
貨
を
貨
幣
と
し
た
が
、
宝
貝
は
一
般
流
通
貨
幣
で
な
く
貴
重
な
財
富
や
呪
物
と
し
て
贈
与
交
換
や
装
飾
に
用
い
ら
れ

た
。
楚
墓
か
ら
は
、
春
秋
時
代
ま
で
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
大
孔
式
宝
貝
は
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
贈
与
交
換
用
の
小
孔
式
宝
貝
は
な
く
、
楚

国
は
宝
貝
を
贈
与
交
換
に
用
い
る
習
慣
が
な
か
っ
た
。
だ
が
楚
貝
貨
は
小
孔
が
あ
り
贈
与
交
換
用
の
宝
貝
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
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楚
は
贈
与
交
換
用
の
宝
貝
を
戦
国
後
期
に
貨
幣
の
形
式
と
し
て
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
楚
貝
貨
は
極
め
て
観
念
的
に
創
造
さ
れ
た

国
家
の
統
一
貨
幣
で
あ
っ
た
。
楚
が
他
の
形
状
で
な
く
貝
貨
を
モ
デ
ル
と
し
た
理
由
は
、
楚
は
蛮
夷
と
し
て
中
原
周
文
化
に
強
い
関
心
を
持

ち
続
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
七
章　

円
銭
に
つ
い
て
検
討
。
円
銭
に
は
玉
壁
・
玉
環
起
源
説
、
紡
輪
（
紡
錘
車
）
起
源
説
、
他
の
青
銅
貨
幣
か
ら
の
変
形
説
等
が
あ

る
。
一
般
に
斉
・
燕
の
方
孔
円
銭
は
戦
国
末
に
出
現
し
、「
周
化
」
・
「
東
周
」
銭
以
外
に
三
晉
の
方
孔
円
銭
は
な
い
（
し
か
も
「
周
化
」
・
「
東

周
」
銭
は
出
土
例
な
く
孤
例
で
真
偽
不
明
）
。
一
方
、
円
孔
円
銭
は
戦
国
中
期
に
出
現
し
、
方
孔
円
銭
と
並
行
流
通
し
た
と
さ
れ
る
。
三
晋

円
孔
円
銭
の
大
多
数
は
「
共
」
・
「
垣
」
銭
で
、
「
共
」
・
「
垣
」
は
地
名
説
（
通
説
）
、
吉
祥
文
字
説
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
空
首
布
・
橋
形
方

足
布
の
分
布
範
囲
と
重
複
し
、
魏
が
特
定
目
的
で
発
行
し
た
特
殊
貨
幣
で
あ
ろ
う
。
橋
形
方
足
布
の
銅
含
有
率
は
七
〇
％
超
で
、
「
共
」
・

「
垣
」
円
孔
円
銭
よ
り
低
く
、
空
首
布
・
尖
足
布
・
方
足
布
よ
り
高
く
、
「
共
」
・
「
垣
」
字
銘
の
も
の
も
あ
る
。
よ
っ
て
「
共
」
・「
垣
」
円
孔

円
銭
も
橋
形
方
足
布
同
様
、
魏
の
都
市
の
貨
幣
で
あ
ろ
う
。
他
に
「
安
臧
」
・
「
西
周
」
・
「
東
周
」
円
銭
等
の
説
明
も
あ
る
。
一
方
、
秦
に
は

半
両
銭
以
前
に
確
か
な
青
銅
貨
幣
は
な
い
。
半
両
銭
は
戦
国
中
期
に
遡
る
貨
幣
で
、
秦
の
対
外
戦
争
の
戦
略
要
地
で
出
土
し
（
蒋
若
是
説
）
、

商
市
の
自
由
売
買
で
な
く
軍
市
で
使
用
さ
れ
、
国
家
的
に
統
制
さ
れ
た
貨
幣
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
戦
国
末
期
に
秦
が
占
領
し
た
地
域
か
ら

は
あ
ま
り
出
土
せ
ず
、
天
下
統
一
後
に
広
く
流
通
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
両
甾
銭
は
「
両
甾
＝
二
甾
＝
十
二
銖
＝
半
両
」
で
、
半
両
銭
の

変
異
型
と
さ
れ
る
。
甘
肅
・
陜
西
・
四
川
で
出
土
し
、
秦
半
両
銭
と
伴
出
す
る
の
で
秦
の
貨
幣
。
南
陽
附
近
で
も
出
土
す
る
が
、
前
二
九
二

年
の
白
起
に
よ
る
当
地
支
配
後
に
当
地
で
独
自
に
鋳
造
発
行
さ
れ
た
地
方
的
貨
幣
か
。
他
に
有
力
者
が
鋳
造
し
た
文
信
銭
・
長
安
銭
あ
り
。

以
上
の
三
晉
・
秦
の
円
銭
に
対
し
て
、
斉
国
方
孔
円
銭
に
は
「

化
」
・「

四
化
」
・
「

六
化
」
の
大
中
小
三
種
が
あ
り
、
一
般
に
戦
国
後

期
斉
国
貨
幣
と
さ
れ
る
。
「

」
に
は
地
名
説
・
重
量
単
位
説
・
吉
祥
字
説
等
あ
り
。
個
別
の
地
名
で
は
な
い
が
、
含
義
未
詳
。
斉
円
銭
に

は
「

」
字
し
か
な
く
、
貨
幣
の
統
一
性
を
し
め
す
。

化
銭
は
、
斉
大
刀
の
補
助
貨
幣
と
す
る
説
と
斉
大
刀
に
代
わ
っ
て
出
現
し
た
新
式



137

貨
幣
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
斉
大
刀
と
強
い
伴
出
関
係
を
も
つ
点
、
「
斉
大
刀
」
の
重
量
の
三
〇
分
の
一
が
「

化
」
銭
一
枚
で
、
斉
大
刀

の
背
文
「
三
十
」
と
対
応
す
る
点
等
よ
り
、
「
斉
大
刀
」
の
補
助
貨
幣
。
鋳
造
開
始
時
期
は
斉
宣
王
説
と
斉
襄
王
説
が
あ
る
が
、
分
布
範
囲

は
東
に
偏
っ
て
い
る
の
で
、
斉
が
西
方
諸
国
に
押
さ
れ
た
戦
国
後
期
頃
の
貨
幣
か
。
燕
方
孔
円
銭
に
も
「
明

」
・
「
明
化
」
・
「
一
化
」
の
大

中
小
三
種
が
あ
り
、
「

」
に
は
「
四
」
説
や
、
柄
部
に
あ
る
四
直
線
紋
の
象
徴
説
が
あ
る
。
「
明

」
は
出
土
例
な
く
伝
世
品
。
「
明
化
」
・

「
一
化
」
銭
は
ほ
ぼ
北
京
（
燕
都
薊
）
以
東
で
出
土
し
、「
一
化
」
銭
は
戦
国
晩
期
の
明
刀
銭
や
漢
代
貨
幣
と
強
い
伴
出
関
係
を
有
し
、「
明
化
」

銭
は
「
一
化
」
銭
と
伴
出
す
る
の
で
、「
明
化
」・「
一
化
」
銭
は
燕
の
遼
東
遷
徙
後
（
薊
陥
落
後
）
に
、
重
い
燕
明
刀
に
代
わ
り
出
現
し
た

戦
国
末
の
燕
の
新
型
国
家
鋳
造
貨
幣
。

第
八
章　

第
一
章
〜
第
七
章
の
結
論
を
総
括
。

以
上
が
本
書
に
対
す
る
評
者
の
理
解
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
の
読
解
に
は
中
国
考
古
学
の
知
見
が
必
須
で
、
評
者
に
と
っ
て
も
や
や

難
解
で
あ
っ
た
。
読
者
に
は
直
接
本
書
を
繙
か
れ
る
こ
と
を
薦
め
る
。
ま
た
評
者
自
身
、
春
秋
戦
国
青
銅
貨
幣
に
対
す
る
腹
案
を
有
す
る

が
、
詳
細
は K
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等
で
の
べ
る
。
そ
こ
で
本

評
で
は
、
本
書
の
大
枠
に
関
し
て
若
干
の
指
摘
を
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

第
一
に
、
各
章
は
膨
大
な
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
相
当
数
の
出
土
青
銅
貨
幣
の
統
計
に
基
づ
い
て
丁
寧
に
論
述
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。
筆
者
も
殷
周
宝
貝
の
全
出
土
地
統
計
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
本
書
第
七
章
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
地
味

な
作
業
は
暗
中
摸
索
の
淡
々
と
し
た
作
業
で
あ
る
。
そ
の
煩
を
厭
わ
ず
、
多
数
の
春
秋
戦
国
青
銅
貨
幣
の
統
計
を
と
っ
た
筆
者
に
ま
ず
は
敬

意
を
評
し
た
い
。
中
国
側
で
も
類
似
の
統
計
が
存
在
し
（
『
中
国
歴
代
貨
幣
大
系
』
や
黄
錫
全
『
先
秦
貨
幣
通
論
』
等
）
、
新
資
料
は
日
々
増

加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
諸
統
計
の
比
較
照
合
と
新
資
料
の
付
加
が
求
め
ら
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
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第
二
に
、
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
著
者
は
、
第
一
章
と
第
二
章
以
降
の
間
に
は
一
部
重
複
が
あ
る
も
の
の
、
第
一
章
は
戦
国
各
国
の
青
銅

貨
幣
の
流
通
状
況
、
第
二
章
以
下
は
各
種
形
状
の
青
銅
貨
幣
の
性
格
究
明
を
目
的
と
し
、
両
者
を
目
的
別
に
区
別
す
る
。
こ
れ
は
丁
寧
な
論

述
を
心
掛
け
る
江
村
氏
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
本
書
の
強
調
点
の
一
つ
は
戦
国
青
銅
貨
幣
の
発
行
主
体
の
究
明
で
、
三
晋

青
銅
貨
幣
等
の
発
行
主
体
の
多
く
を
国
単
位
で
な
く
、
各
独
立
都
市
や
商
人
に
求
め
る
点
に
あ
る
。
ゆ
え
に
第
一
章
（
国
別
の
青
銅
貨
幣
概

説
）
の
存
在
は
、
か
え
っ
て
本
書
の
趣
旨
を
見
え
に
く
く
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
た
。

第
三
に
、
本
書
は
青
銅
貨
幣
の
考
古
学
的
編
年
作
業
を
第
一
と
し
、
そ
の
上
で
文
献
史
学
の
交
渉
結
果
を
補
足
す
る
形
を
取
る
。
筆
者
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
春
秋
戦
国
時
代
の
文
字
史
料
に
は
青
銅
貨
幣
に
関
す
る
記
載
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
は
仕
方
が
な
い
。
ま
た
本
書
各
章

の
元
論
文
の
副
題
に
は
青
銅
貨
幣
を
テ
ク
ス
ト
と
見
な
す
旨
が
明
記
さ
れ
、
無
機
物
の
青
銅
貨
幣
を
以
て
歴
史
を
語
ら
し
め
ん
と
す
る
意
図

が
観
ぜ
ら
れ
る
。
だ
が
考
古
学
的
編
年
作
業
は
必
ず
し
も
全
面
的
に
文
献
学
的
考
証
に
先
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
各
青
銅
貨
幣

の
出
土
し
た
墓
葬
や
遺
址
の
年
代
比
定
は
青
銅
貨
幣
に
関
す
る
既
存
の
編
年
を
前
提
に
推
測
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
は
「
青

銅
貨
幣
の
大
き
さ
・
形
状
・
重
さ
は
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
漸
次
変
化
す
る
」
と
の
前
提
が
存
す
る
。
ゆ
え
に
考
古
学
的
編
年
は
「
相
対
年

代
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
を
「
絶
対
年
代
」
に
置
き
換
え
る
に
は
文
字
史
料
（
出
土
文
字
資
料
学
・
文
字
学
を
含
む
）
が
必
須
で
あ
る
。
し
か

も
相
対
年
代
に
は
異
説
が
多
い
。
た
と
え
ば
秦
半
両
銭
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
本
書
は
「
一
九
五
〇
年
代
中
頃
に
四
川
省
郫
県
や
昭
化
県
の

戦
国
晩
期
墓
か
ら
半
両
銭
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
秦
の
天
下
統
一
以
前
に
遡
る
こ
と
が
確
実
（
三
七
九
頁
）
」
と
す
る
が
、
考
古
学
者

の
宋
治
民
氏
等
は
い
ま
だ
に
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
こ
で
拙
著
で
は
出
土
文
字
資
料
を
ふ
ま
え
半
両
銭
が
戦
国
時
代
に
遡
る
こ
と
を
論

証
し
た
。
ま
た
本
書
は
、
秦
半
両
銭
が
秦
の
対
外
戦
争
の
前
線
基
地
に
集
中
し
、
秦
国
内
で
使
用
さ
れ
た
と
す
る
蒋
若
是
説
に
従
う
が
、
秦

半
両
銭
と
漢
半
両
銭
の
別
は
類
型
学
的
に
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
く
（
盗
鋳
銭
も
含
む
）、
少
な
く
と
も
評
者
に
と
っ
て
、
蒋
若
是
説
は
そ
れ

の
み
で
は
説
得
的
で
な
い
。
よ
っ
て
拙
著
で
は
蒋
若
是
説
を
引
く
と
同
時
に
、
睡
虎
地
秦
簡
・
張
家
山
漢
簡
等
の
分
析
を
加
味
し
た
。
結
論
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は
本
書
と
部
分
的
に
一
致
す
る
が
、
方
法
論
は
異
な
る
。
今
後
は
本
書
と
出
土
文
字
資
料
研
究
を
さ
ら
に
関
連
付
け
た
研
究
が
求
め
ら
れ
よ

う
。第

四
に
、
本
書
は
青
銅
貨
幣
の
発
行
主
体
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
、
三
晉
青
銅
貨
幣
等
を
民
間
商
人
に
よ
る
私
鋳
と
す
る
。

な
る
ほ
ど
江
村
氏
の
指
摘
通
り
、
戦
国
三
晉
都
市
の
独
立
・
発
展
ぶ
り
に
比
し
て
、
秦
・
楚
・
斉
・
燕
の
都
市
は
発
達
し
て
い
な
い
。
秦
・

楚
・
斉
・
燕
に
中
央
政
府
の
統
一
貨
幣
が
存
在
し
た
点
も
江
村
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
江
村
氏
が
「
（
三
晉
）
各
地
の
都
市
が
貨

幣
を
鋳
造
、
発
行
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
晉
諸
国
の
都
市
は
、
軍
事
的
に
独
立
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
も

独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
（
二
五
三
〜
二
五
四
頁
）」
と
す
る
点
は
や
や
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
三
晉
青
銅
貨
幣
の
形
状
に
は
細
部
に
差

異
が
あ
り
、
銭
文
等
に
も
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
大
ま
か
な
骨
格
自
体
は
貝
貨
・
布
銭
・
刀
銭
・
方
孔
円
銭
・
円
孔
円
銭
に
限
定
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
各
都
市
が
好
き
勝
手
に
銭
を
鋳
始
め
た
場
合
、
百
個
の
都
市
に
百
種
類
の
銭
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
わ
け
だ
が

（
三
角
・
菱
形
・
棒
形
等
々
）
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
や
は
り
銭
の
形
状
を
大
ま
か
に
規
定
す
る
上
位
権
力
（
政
治
権

力
）
が
存
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
当
該
政
治
権
力
を
「
国
家
」
と
断
じ
う
る
か
は
不
明
で
、
戎
の
ご
と
き
集
合
体
の
長
の
場
合
も
あ
り
う

る
が
、
と
も
か
く
銭
が
特
定
範
囲
の
近
隣
領
域
で
試
行
錯
誤
の
過
程
な
く
（
三
角
・
菱
形
・
棒
形
等
々
の
銭
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
）
、

円
滑
に
模
倣
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
を
繋
ぎ
止
め
る
上
位
権
力
の
存
在
が
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
（
詳
細
は
前
掲
英
文
拙
稿
参
照
）。

以
上
本
稿
で
は
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
、
本
書
の
議
論
の
大
枠
を
論
評
し
た
。
書
評
は
そ
の
性
質
上
、
概
し
て
〝
上
か
ら
目
線
〞
の
書

き
ぶ
り
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
ま
ず
そ
の
非
礼
を
詫
び
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
過
程
で
四
点
ほ
ど
私
見
を
の
べ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お

本
書
の
価
値
は
当
然
い
さ
さ
か
も
薄
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
銭
の
発
行
主
体
に
関
し
て
江
村
説
と
私
見
は
相
異
す
る
も
の
の
、
本
書
の
最
大

の
価
値
は
む
し
ろ
銭
の
徹
底
的
な
考
古
学
的
統
計
と
、
先
行
研
究
の
吟
味
に
こ
そ
あ
る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
「
労
作
」
と
呼
ぶ
に

相
応
し
く
、
所
謂
「
史
料
」
と
し
て
の
高
い
利
用
価
値
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
我
々
は
本
書
と
と
も
に
江
村
氏
の
諸
著
を
併
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読
し
、
中
国
古
代
都
市
全
般
に
関
す
る
「
江
村
史
学
」
の
全
体
像
を
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
評
者
の
平
成
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
「
中
国
前
漢
後
半
期
か
ら
王
莽
期
の
貨
幣
経
済
史
に
関
す
る
研
究
」、
番
号 

24820055
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
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